
第168号（P1） 建交労鉄道岩手地本新聞 2023年７月16日

第168号（P3） 建交労鉄道岩手地本新聞 202３年 ８月１６日

公
共
交
通
の
あ
り
方

１
９
８
７
年
４
月
、

国
鉄
の｢

分
割
・
民
営

化｣

が
強
行
さ
れ
37

年

目
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
、
Ｊ
Ｒ

各
社
が
い
わ
ゆ
る
「
赤

字
ロ
ー
カ
ル
線
」
等
を

次
ぎ
次
ぎ
発
表
し
、
国

会
で
は
、
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
及
び
再
生

に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
改
正
案
」
が
提
出
さ

れ
２
０
２

３
年

４
月
に
成

立
し

ま
し
た
。

「
公

共
交
通
の

あ
り

方
」
を
め

ぐ
り
、

政
府
主
導

に
よ

る
「
鉄
道
廃
線
」

の
内
容
が

国
会

に
提
出
さ

れ
議

論
が
行
わ

れ
ま

し
た
。
国

の
責

任
で
「
鉄

路
」

を
ど
う
継

続
さ

せ
る
の
か

本
格

的
な
議
論

と
運

動
の
構
築

が
求

め
ら
れ
る

状
況

と
な
っ
て

い
ま

す
。Ｊ

Ｒ
貨
物
、
輸
送
量

前
年
比
99
・
８
％

Ｊ
Ｒ
貨
物
、
単
体
の

営
業
収
益
は
、
前
年
比

8
億
円
増
の
１
５
５
２

億
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
期
利
益
は
52
億
円
の

赤
字
と
発
表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
輸
送
量
は
、

コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
「
紙
・

パ
ル
プ
や
化
学
工
業
品

等
」
の
減
送
に
よ
り
１

８
８
３
万
ｔ
（
前
年
比

-15

万

ｔ
）
、
車
扱

が

「
ガ
ソ
リ
ン
重
要
の
増
」

で
８
２
７
万
ｔ
（
前
年

比
+11
万
ｔ
）
、
計
２
６

６
０
万
ｔ
（
前
年
比
-3

万
ｔ
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
「
鉄
道
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
事
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
や
原
材
料

費
高
騰
に
伴
う
物
価
上

昇
に
よ
る
消
費
の
低
迷

に
加
え
、
大
雨
に
伴
い

不
通
区
間
が
生
じ
た
影

響
を
受
け
減
収
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
業
績
が

悪
化
し
た
責
任
を
社

員
に
押
し
つ
け

建
交
労
鉄
道
本
部
は
、

夏
季
一
時
金
交
渉
の
中

で
「
２
０
２
３
年
度
決

算
で
赤
字
が
拡
大
し
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
業
績
の
悪
さ
を

強
調
し
て
い
る
が
、
経

営
陣
と
し
て
の
危
機
感

が
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、

赤
字
に
対
す
る
取
り
組

み
も
見
え
て
こ
な
い
。

業
績
が
悪
化
し
た
責
任

を
社
員
に
押
し
つ
け
一

時
金
を
削
減
す
る
事
を

選
択
す
る
前
に
会
社
の

将
来
展
望
を
示
す
こ
と

が
先
決
で
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

経
営
形
態
の
あ
り
方

を
含
め
改
革
求
め
る

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
２
０

２
１
年
３
月
「
国
鉄
清

算
事
業
団
債
務
処
理
法
」

の
改
正
に
よ
り
、
２
０

３
０
年
度
ま
で
の
国
の

財
政
支
援
を
受
け
、
当

面
、
２
０
２
３
年
度
ま

で
３
年
間
で
13
・
８
億

円
の
支
援
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
長
距
離
大
量

輸
送
や
Ｃ
ｏ
２
排
出
問

題
や
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

不
足
問
題
等
か
ら
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
果
た
す
べ
き
役

割
の
重
要
性
が
明
確
な

中
で
、
経
営
形
態
の
あ

り
方
を
含
め
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
が
い
わ
ゆ

る
「
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
」

を
手
放
す
姿
勢
を
打
ち

出
し
て
来
て
い
ま
す
が
、

建
交
労
鉄
道
本
部
は
か

ね

て

よ

り

、

国

会

で

「
国
鉄
分
割
民
営
化
」

に
よ
る
諸
問
題
を
総
括

し
「
経
営
形
態
の
あ
り

方
」
を
含
め
議
論
す
る

こ
と
を
求
め
て
来
ま
し

た
。「

交
運
研
」
提
言
で

は
、
「
民
営
鉄
道
に
対

す
る
財
政
補
助
の
妥
当

性
が
問
題
で
あ
れ
ば
、

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
等

で
採
用
さ
れ
て
い
る
鉄

道
基
盤
と
鉄
道
運
営
を

区
分
す
る
『
上
下
分
離

方
式
』
も
検
討
に
値
す

る
」
、
「
鉄
道
事
業
は
、

交
通
市
場
に
お
け
る
競

争
関
係
の
な
か
で
位
置

付
け
る
の
で
は
な
く
、

生
活
交
通
の
主
要
な
手

段
、
物
流
に
お
け
る
運

輸
手
段
と
し
て
、
ま
た

出
張
・
観
光
等
の
非
日

常
的
な
活
動
の
移
動
手

段
と
し
て
、
地
球
環
境

保
全
や
社
会
の
持
続
的

発
展
の
な
か
で
総
合
的
・

統
合
的
に
位
置
付
け
て
、

社
会
的
基
盤
と
し
て
の

全
国
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
維
持
し
、
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
12

月

、

日

本

共

産

党

は

「
全
国
の
鉄
道
網
を
維

持
・
活
性
化
し
、
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」

と
題
す
る
提
言
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
「
鉄
道
路
線
の
大
規

模
な
廃
止
な
ど
、
全
国

鉄
道
網
を
ズ
タ
ズ
タ
に

し
て
し
ま
う
よ
う
な
動

き
が
起
き
て
い
ま
す
」

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
①
Ｊ
Ｒ
を
完
全
民

営
化
か
ら
「
国
有
民
営
」

に
改
革
す
る
、
②
全
国

鉄
道
網
を
維
持
す
る
財

政

的

な

基

盤

と

し

て

「
公
共
交
通
基
金
」
を

設
立
す
る
、
③
鉄
道
の

災
害
復
旧
制
度
を
作
り
、

速
や
か
に
復
旧
で
き
る

よ
う
す
る
、
と
い
う
三

つ
の
堤
案
を
し
て
い
ま
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処
理
水
の
海
洋
放

出
に
向
け
、
準
備
が
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
関
係
者
の
理
解
や

風
評
へ
の
懸
念
な
ど
、

課
題
は
残
っ
た
ま
ま
。

国
際
原
子
力
機
関

の
報
告
書

海
洋
放
出
の
科
学
的

根
拠
と
は
な
ら
な
い

東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
の
処
理
水
放
出
計

画
を
巡
り
、
市
民
や
学

者
ら
で
つ
く
る
「
原
子

力
市
民
委
員
会
」
（
座

長
・
大
島
堅
一
龍
谷
大

教
授
）
は
18
日
、
国
際

的
な
安
全
基
準
に
合
致

す
る
と
し
た
国
際
原
子

力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

の
報
告
書
に
つ
い
て
、

「
海
洋
放
出
の
科
学
的

根
拠
と
は
な
ら
な
い
」

な
ど
と
す
る
見
解
を
公

表
し
た
。

見
解
で
は
、
処
理
水

に
つ
い
て
「
事
故
を
起

こ
し
た
原
子
炉
内
で
核

燃
料
に
直
接
触
れ
て
生

じ
た
」
と
強
調
。
通
常

の
原
発
か
ら
放
出
さ
れ

る
水
と
は
異
な
る
「
世

界
に
も
類
を
み
な
い
初

の
試
み
」
と
し
た
上
で
、

「
（
報
告
書
で
は
）
不

測
の
事
態
を
想
定
し
た

安
全
性
評
価
が
行
わ
れ

て
い
な
い
」
と
非
難
し

た
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
問

題
を
考
え
る
福
島
円

卓
会
議
」
発
足

福
島
大
の
元
学
長
ら

学
識
経
験
者
を
中
心
と

し
た
県
内
の
有
志
は
11

日
、
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
の
廃
炉
や
処
理

水
に
つ
い
て
考
え

る

「
復
興
と
廃
炉
の
両
立

と
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
問

題
を
考
え
る
福
島
円
卓

会
議
」
を
発
足
さ
せ
る
。

県
民
の
ほ
か
、
国
や
東

電
に
も
参
加
を
促
し
、

放
出
開
始
が
迫
る
処
理

水
へ
の
対
応
な
ど
を
議

論
す
る
。

福
島
円
卓
会
議
は
、

処
理
水
の
海
洋
放
出
に

向
け
た
準
備
が
大
詰
め

を
迎
え
る
中
、
国
民
的

な
議
論
が
不
十
分
と
し

て
、
中
立
的
な
立
場
で

の
新
た
な
議
論
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
。

元
福
島
大
学
長
の
今

野
順
夫
氏
や
中
井
勝
己

氏
、
前
Ｊ
Ａ
福
島
五
連

会
長
で
全
国
農
業
協
同

組
合
中
央
会
（
Ｊ
Ａ
全

中
）
副
会
長
の
菅
野
孝

志
氏
ら
が
呼
び
か
け
人

と
な
り
、
県
民
ら
が
議

論
し
、
意
思
決
定
に
参

加
で
き
る
新
た
な
枠
組

み
に
な
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

処
理
水
放
出
に
福
島

市
民
の
声
反
映
さ
れ

て
い
な
い

呼
び
か
け
人
の
一
人

で
同
会
議
事
務
局
長
を

務
め
る
林
薫
平
福
島
大

食
農
学
類
准
教
授
は
４

日
、
県
庁
で
記
者
会
見

し
「
県
民
と
し
て
復
興

と
廃
炉
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
取
っ
て
い
く
の
か

を
考
え
、
処
理
水
へ
の

対
応
も
提
案
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。
呼

び
か
け
人
の
今
野
氏
と

千
葉
悦
子
元
福
島
大
副

学
長
が
同
席
し
た
。

広がる飲み水の

PFAS（有機フッ素化合物）汚染（食べ物通信）

飲み水の汚染が深刻化しています。

その原因はPFAS（有機フッ素化合物）。

残留性が極めて高いため「永遠の化学物質」とも

呼ばれ、人体や環境への汚染が懸念されている物

質です。

沖縄や東京・多摩地域では米軍基地が原因とみら

れる汚染が注目されています。

ほかの地域でもPFASを扱う工場周辺の水汚染が問

題になっています。

住民が自主的に血液検査を実施し、指標値を超え

る数値が次つぎと報告されています。

米国では今年、水道水のPFAS基準が大幅に厳しく

設定されました。

私たちの命を支えてくれる大切な水。

PFASの水汚染の実態と対策を考えて行きましょう。

PFAS（ピーファス）とは約4700種を超える有機フッ

素化合物の総称

〇用途:フッ素系の界面活性剤で、水や油をはじく

ため、フライパンのコーティング剤、防水加工な

ど、あらゆる製品に幅広く使われている。

〇規制:毒性の強い「PFAS（ピーファス）とPFAS

（ピーファア）」は、国内では202１年までに製造

と輸入を原則禁止。しかし、環境中に残留してい

る。

PFAS（ピーファス）

胎児から成人まで重大な影響
ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議理事 水野玲子

PFASは、体内での残留性が高く、一度とり込ま

れるとなかなか排泄されません。

汚染された飲み水だけでなく、焦げつかないフ

ライパンや水をはじくカーペット、傘、防水スプ

レーなどの生活用品、化粧品、室内のホコリなど

から、この有害物質が体内に取り込まれています。

子どもの時からこうした環境にいると、一生涯PFA

Sを抱えて生きていくことになるのです。

PFAS（ピーファス） はとくに感受性の強い胎

児期にばく露すると、低出生体重、甲状腺ホルモ

ンや性ホルモンの異常、アレルギー、神経発達の

遅延、脂質代謝異常などのリスクが高まると報告

されています。

人間が健康に生きて行く為に16８

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
４
6

危
険
な
原
発
の
処
理
水
放
出
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北海道旅は
チ
ョ
ッ
ト
さ
み
し
い
参

加
人
数

新
井
和
美

今
日
は
、
皆
さ
ん
楽

し
い
時
間
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
花
の
時

期
か
冬
の
時
期
か
今
年

の
北
海
道
旅
は
チ
ョ
ッ

ト
さ
み
し
い
参
加
人
数

で
し
た
が
、
愛
知
県
か

ら
西
川
さ
ん
の
参
加
を

も
ら
い
賑
や
か
に
充
実

し
た
旅
に
な
り
ま
し
た
。

苫
小
牧
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
全
員
が
集
合

し
そ
の
ま
ま
十
勝
岳
山

頂
を
目
指
す
強
行
、
翌

日
は
旭
岳
登
頂
後
に
北

海
道
ス
キ
ー
協
の
方
々

と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園

で
乾
杯
交
流
会
、
最
終

日
は
札
幌
観
光
と
参
加

者
の
普
段
の
行
い
か

天
気
に
も
恵
ま
れ
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。

今
回
断
念
し
た
夕

張
岳
や
道
ス
キ
ー
協
お

す
す
め
の
富
良
野
岳
も

次
回
お
願
い
し
ま
す
。

い
つ
か
６
月
の
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
の
咲
く
九

州
も
良
い
で
す
ね
。

70
歳
を
過
ぎ
て
も
み

な
さ
ん
の
よ
う
に
山
に

登
れ
る
よ
う
一
杯
誘
っ

て
下
さ
い
。

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。

毎
年
新
た
な
発
見

と
感
動

日
出
欣
一

先
日
は
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
色
々
と
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
想
文
お
く
り
ま
す
。

今
回
は
十
勝
岳
、
旭
岳

と
も
に
火
山
帯
で
荒
々

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直

に
感
じ
ら
れ
北
海
道
な

ら
で
は
の
大
自
然
を
体

感
し
ま
し
た
。
ま
た
野

生
動
物
で
は
三
年
前
ト

ム
ラ
ウ
シ
山
で
は
羆
、

今
回
の
十
勝
岳
で
は
北

キ
ツ
ネ
の
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
ま
じ
か
に
見
せ
ら

れ
今
で
も
感
激
し
て
ま

す
。
毎
年
新
た
な
発
見

と
感
動
そ
し
て
共
感
で

き
る
仲
間
達
と
の
山
旅

と
札
幌
交
流
会
は
格
別

最
高
の
記
念
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
も
三
人
の

レ
デ
ィ
ー
に
は
北
海
道

情
報
並
び
に
ア
ド
バ
イ

ス
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

又
行
く
ぞ
北
海
道
ー
！

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

十
勝
岳
・
旭
岳

夏
山
山
行齊

藤
潤

今
年
も
花
の
夕
張
岳

が
林
道
崩
落
の
た
め
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
急
遽
変
更
で
私
に
と
っ

て
花
が
好
き
に
な
っ
た

39

年
振
り
の

大

雪

主

峰

旭

岳
と
35

年
前

に
麓
ま
で
行
っ

て

断

念

し

た

十

勝

岳

の

山

行
で
し
た
。
十
勝
岳
は

火
山
の
山
の
印
象
で
花

を
期
待
し
な
か
っ
た
の

に
エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
・

エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
、

旭
岳
は
雄
大
に
拡
が
る

残
雪
の
大
雪
連
峰
の
景

観
に
加
え
、
時
期
の
関

係
で
チ
ン
グ
ル
マ
群
落

は
期
待
し
な
か
っ
た
の

に
代
わ
り
エ
ゾ
キ
バ
ナ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
と

エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
・
エ

ゾ
コ
ザ
ク
ラ
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
富

良
野
の
宿
泊
は
20
年
前

に
家
族
５
人
で
泊
ま
っ

た
ホ
テ
ル
と
同
じ
だ
っ

た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
、
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
も
30
年

前
に
職
場
の
旅
行
以
来

の
嬉
し
い
再
訪
と
な
り
、

さ
ら
に
は
オ
ス
ピ
ス
テ

の
方
々
と
の
八
甲
田
山

ス
キ
ー
交
流
に
続
け
て

の
懇
親
も
今
後
の
北
海

道
で
の
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

再
訪
の
期
待
も
膨
ら
む

楽
し
く
有
意
義
な
充
実

感
い
っ
ぱ
い
の
山
旅
で

し
た
。
須
藤
さ
ん
夫
婦
、

同
行
の
皆
さ
ん
、
オ
ス

ピ
ス
テ
の
皆
さ
ん
大
変

お
世
話
様
で
し
た
。

仕
事
は
、
仕
え
る
、

事
（
つ
か
え
る
）
と

書
く
。
だ
か
ら
何
で

も
み
ん
な
つ
ら
い
も

の
な
そ
う
だ
。
だ
が
、

こ
ん
な
足
し
算
が
あ

る
そ
う
だ
。

四
＋
五
＝
十
（
四

と
五
と
十
で
「
し
ご

と
」
。
正
確
な
足
し

算

は
四

＋
五
＝

九

（
四
と
九
で
「
し
ご

く
」
。
四
＋
五
を
十

に
す
る
た
め
に
は
、

あ
そ
び
と
い
う
「
一
」

を
足
す
と
よ
い
。
す

る
と
四
＋
五
＋
一
＝

十
と
な
り
「
し
ご
と
」

と
な
る
。
あ
そ
び
ご

こ
ろ
は
、
も
の
を
た

の
し
む
こ
こ
ろ
の
こ

と
。
（
「
天
の
瞳
」
）

賃
金
を
得
る
た
め

の
仕
事
、
家
庭
の
仕

事
、
ほ
か
に
も
色
ん

な
仕
事
が
あ
る
。
ど

の
仕
事
に
も
あ
そ
び

ご
こ
ろ
が
必
要
と
思

う
。

細
川
忠
雄

つ
ぶ
や
き

し

ご

と

物
流
の
「
２
０
２
４

年
問
題
」
を
控
え
、
鉄

道
貨
物
輸
送
の
存
在
感

が
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
深
刻
化
す

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
そ
の
ま
ま
、
鉄

道
へ
の
移
行
を
後
押
し

す
る
と
は
限
ら
な
い
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
柔
軟

性

に

比

べ

、

鉄

道

が

「
使
い
に
く
い
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
を
守
り
、

国
内
の
物
流
網
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
運
行
環
境
（
車

両
・
線
路
・

ダ
イ
ヤ
）
の

各
面
で
改
善

す
る
必
要
が

あ
る
。

輸

送

能

力

不
足２

０
２
４

年
問
題
と
は
、

同
年
4
月
か

ら
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労

働
の
上
限
が

９
６
０
時
間

に
規
制
さ
れ
る
こ
と
で
、

輸
送
能
力
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ

る
。
国
の
「
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
に
向
け

た
検
討
会
」
の
試
算
に

よ
れ
ば
、
同
年
に
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
能

力
の
14
・
２
％
が
２
０

３
０
年
に
は
34
・
１
％

が
不
足
す
る
と
さ
れ
て

い
るし

か
し
、
具
体
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
か
と
い
え
ば
、
現
実

に
は
「
輸
送
コ
ス
ト
が

増
大
す
る
」
「
物
が
運

べ
な
く
な
る
」
と
い
う

危
機
感
が
強
調
さ
れ
る

が
、
共
同
配
送
や
再
配

達
の
防
止
と
い
っ
た
表

面
的
な
対
策
が
言
わ
れ

て
い
る
程
度
で
、
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
（
環
境
負

荷
の
小
さ
い
鉄
道
や
船

舶
へ
の
移
行
）
に
本
腰

を
入
れ
る
議
論
は
少
な

い
。

鉄
道
の
柔
軟
性
の
弱
さ

が
露
呈

国
交
省
が
設
置
し
5

回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
た
「
今
後
の
鉄
道
物

流
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」

に
お
け
る
ユ
ー

ザ
ー
企
業
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い

て
、
ヤ
マ
ト
運
輸
「
ダ

イ
ヤ
と
ニ
ー
ズ
の
ア
ン

マ
ッ
チ
」
翌
日
配
達
を

約
束
す
る
時
間
帯
（
21

時
）
に
対
し
、
適
切
な

時
間
帯
に
列
車
が
無
い

こ
と
を
指
摘
、
「
22
時

～
23
時
台
の
ダ
イ
ヤ
の

拡
充
と
、
そ
れ
に
対
応

し
た
発
駅
の
集
荷
/
着

駅
の
配
達
力
確
保
」
を

求
め
た
。

味
の
素
、
ハ
ウ
ス
食

品
グ
ル
ー
プ
、
カ
ゴ
メ
、

日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ
、

日
清
オ
イ
リ
オ
が
出
資

す
る
物
流
部
門
のF

-L
I

N
E

は
「
ど
こ
に
依
頼
す

る
の
か
が
」
わ
か
り
に

く
い
」
と
手
厳
し
い
。

他
に
も
、
事
故
・
遅
延
・

運
休
な
ど
の
運
行
ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
。

商
品
事
故
が
多
い
。

輸
送
障
害
（
災
害
・
事

故
）
な
ど
の
発
生
確
率

が
高
い
。

料
金
体
系
が
わ
か
り
に

く
い
。

貨
物
列
車
の
ダ
イ
ヤ

が
わ
か
り
に
く
い
な
ど
、

鉄
道
の
柔
軟
性
の
弱
さ

が
露
呈
し
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
と
ニ
ー
ズ
の

ア
ン
マ
ッ
チ

特
に
着
目
す
る
べ
き

は
「
ダ
イ
ヤ
と
ニ
ー
ズ

の
ア
ン
マ
ッ
チ
」
で
あ

る
。
最
適
な
時
間
帯
に

列
車
を
運
行
す
る
重
要

性
を
し
て
き
し
、
翌
日

配
達
に
は
前
夜
の
22
時

～
23
時
台
に
発
車
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
状
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
旅
客
列
車
と

の
兼
合
い
と
し
て
、
旅

客
の
線
路
を
借
り
て
走

る
貨
物
列
車
は
通
勤
通

学
列
車
の
二
の
次
と
さ

れ
、
例
え
ば
早
朝
の
貨

物
列
車
が
何
ら
か
の
事

故
で
数
十
分
遅
れ
た
た

め
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の

時
間
帯
に
入
っ
て
し
ま

い
、
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ

る
時
間
帯
ま
で
数
時
間

待
た
さ
れ
る
な
ど
。

旅
客
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東

日
本
）
は
、
線
路
の
保

守

作

業

に

つ

い

て

、

「
地
上
設
備
の
保
有
・

維
持
を
行
っ
て
い
る
鉄

道
事
業
者
の
課
題
に
つ

い
て
ご
理
解
を
」
と
求

め
て
い
る
。

「
ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ
ス

ト
ル
ー
ル
」

経
営
基
盤
の
弱
い
Ｊ

Ｒ
貨
物
を
支
援
す
る
目

的
で
施
行
さ
れ
て
い
る

ル
ー
ル
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
が
Ｊ
Ｒ
旅
客
会
社

に
支
払
う
線
路
使
用
料

を
、
摩
耗
に
よ
る
レ
ー

ル
交
換
費
な
ど
、
極
め

て
安
く
抑
え
た
ル
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
た
め
、

極
端
に
言
え
ば
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
と
っ
て
は
安
い

線
路
使
用
料
で
保
守
作

業
を
行
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
そ
こ
ま
で
「
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
要
望
を
聞
き

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

主
に
夜
間
に
行
わ
れ

る
線
路
の
保
守
作
業
が

「
ダ
イ
ヤ
と
ニ
ー
ズ
の

ア
ン
マ
ッ
チ
」
を
招
き
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
貨

物
列
車
の
運
行
は
後
回

し
と
さ
れ
る
現
状
を
危

惧
し
て
い
る
。

２
０
３
１
年
春
開
業

予
定
の
北
海
道
新
幹
線

の
札
幌
延
伸
に
伴
い
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経
営

分
離
さ
れ
る
並
行
在
来

線
の
函
館
線
長
万
部
～

函
館
間
（
１
４
７
・
8

キ
ロ
）
に
つ
い
て
、
国

交
省
と
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

4
者
が
、
貨
物
線
と
し

て
維
持
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
く
と
さ

れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
区
間

を
貨
物
専
用
線
と
し
て

維
持
し
て
い
く
う
え
で

膨
大
な
維
持
経
費
を
ど

こ
が
負
担
す
る
の
か
が

課
題
と
な
る

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
49

骨
壺
に
石
こ
ろ
一
個

義
兄
（
あ
に
）
還
る

昭
和
20
年
６
月
敗
戦
も
眼
近
（
ま
ぢ
か
）
の
時

義
兄
（
あ
に
）
は
海
軍
通
信
兵
だ
っ
た

靖
国
神
社
の
石
碑
に
義
兄
（
あ
に
）
の
名
を
探
し
た

あ
ま
り
に
多
く
の
戦
死
者
数

探
し
あ
ぐ
ね
て
帰
っ
て
き
た
妻

昭
和
17
年
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
死
ん
だ
か

日
本
海
軍
は
大
敗
し
、
や
ら
れ
た
戦
艦
・
空
母
は

日
本
の
潜
水
艦
で
撃
沈
さ
れ
た

多
数
の
兵
士
を
艦
内
に
残
し
た
ま
ま

日
本
海
軍
の
秘
密
を
守
る
た
め
に

妻
を
お
ん
ぶ
し
て
あ
や
し
て
く
れ
た
義
兄
（
あ
に
）

義
兄
（
あ
に
）
の
恨
み
を
私
は
死
ぬ
ま
で
忘
れ
な
い

井

上

駿

６
月
23
～
27
日
恒
例
の
北
海
道
登
山
は
、
今
年
は
当
初
夕
張
岳
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
が
、
夕
張
岳
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
土
砂
崩
壊
で
今
年
は
通
行

止
め
。
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
る
活
火
山
標
高
２
０
７
７
十
勝
岳
、
大
雪

山
の
主
峰
、
圧
巻
の
大
自
然
が
広
が
る
旭
岳
登
山
。

24
日
苫
小
牧
で
、
新
井
・
西
川
さ
ん
と
合
流
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
移
動
。
24
日

十
勝
岳
。
25
日
旭
岳
下
山
後
札
幌
に
移
動
し
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
で
、
八
甲

田
山
ス
キ
ー
で
ご
一
緒
し
た
オ
フ
ピ
ス
テ
の
仲
間
と
交
流
。
26
日
は
北
海
道
大

学
ポ
プ
ラ
並
木
、
北
海
道
開
拓
の
歴
史
館
を
見
学
し
て
合
流
組
と
解
散
。
雨
で

出
発
、
登
山
・
観
光
は
晴
れ
、
八
戸
着
雨
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
。

貨
物
鉄
道
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
の
危
機

２

函
館
線
長
万
部
～
函
館
間

貨
物
専
用
線
で
維
持
検


